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１、２フェスティバル

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

街にはクリスマスソングが流れ始め、今年も最終月である師走を迎えました。
そんな中、この季節の学校の恒例行事である全県の子どもがＣＨＡＬＬＥＮＧＥする学習状況調査

が、４年生～６年生で実施されました。５、６年生は、国語・社会・算数・理科の４教科で、４年生
は、国語・算数・理科の３教科のテストを行いました。また、学習意欲等に関するアンケートも行い
ましたので、ほぼまるまる１日日程で、「ぐったり」と疲れて帰った子どもも多いかと思います。

これから各学校で採点して、そのデータを県教育委員会が集計していきます。
昨年の結果としては、県の平均点と比較すると６年生（昨年の５年生）は、４教科全てで平均以下

でした。５年生は、国語と算数がやや平均を下回り、理科は平均よりよかったです。今年の結果は、
冬休みが明けてから届きます。
調査の解答状況を見てみると、全体的に、なかなかよく解けているなぁ～と思ったのですが、どう

でしょうか？お子さんにも聞いてみてください。
毎日の教室での授業や、家庭学習への取組がどのように出てくるのか、楽しみです。

～調査中に見られた心配な子（△）と、家庭でてきそうなこと（→）～

△テストに集中しきれずに、途中でぼんやり思考を止めてしまう子。
→集中できる場所で、時間いっぱい最後までやりきることのできる環境をつくる。

△長い文章が出てくると読み切れない。意味やポイントを理解できない子。
→やはり家庭でも読書週間の形成が大切です。
「家でも本を読む子」「親も本を読む家」に！
そして、高学年は「新聞」を読むことを始める時期でもあります。

△少し複雑な問題や、ひねった問題に弱い子。
→ドリルだけの勉強から卒業して、「考える問題」を増やしていくことが大事です。
「冬のドリル」や課題も、“自分の夢”に合ったレベルのものを選びましょう。

「家で見るドラマはＮＨＫの大河ドラマのみ！」の私が、最近録画して観ているのが
中学受験に向かう小学生の学習塾を舞台にしたドラマです。
友だちとの競争の中で深夜までひたすら勉強する小学生たち。夜のご飯を準備して塾

まで届けるお母さんたち。偏差値で完全にクラス替えをされて勝ち負けの明確な塾のシ
ステム。両親の子育て観がずれていて、家庭に居場所がない子ども・・・。いろいろと
考えさせられています。冬の面談でもお話してみませんか。

未来のために、今、横堀の子どもに必要な学習の仕方や学力とは？
大学受験は、塾でもこんなに勉強している、都会の子たちとの競争？
一向に学習に本気になれない子どもに、どうやってやる気を出させるか？

秋田県学習状況調査！



ちょこっと参観第４弾 ＆ 特別支援教育セミナー
「あゆみステージ、ファイナル！『レッツ、ハンドクラップ！』」

「あゆみ学級」で、ちょこっと参観と授業研究会を実施しました。
授業は、１２月に行われる大曲仙北の特別支援学級に在籍する子どもたちとの交流学習である、「な

かよし教室」で発表するオリジナルダンスを２人で創るという内容です。

この日は、これまでの勉強を振り返って、今日の「め
あて」を自分で選んで決めました。
それから、２人で協力して新しい踊り方を考え、タブ

レットで録画したダンスを観ながらよりよい動きに仕上
げていきました。
近いうち、“ゲリラライブ”もあるそうです。

生活科 １､２フェスティバル
１年生と２年生が、お互いに招待したり、お客さんになっ

たりして楽しむフェスティバルが行われました。
「さかなつりゲーム」や「まといれ」、「ボーリング」など、

ルールが簡単だけど、少し難しくってやりごたえのある遊び
が盛りだくさん。すてきな景品を、たくさんゲットできて、
大喜びでした。

前回の学校報で、美術展の賞の名前が違って
いました。訂正してお詫びします。作品の発想
とスケールの大きさが「特別な賞」ですね。

県南三市三郡美術展
特賞 ３年・秋山爽輝

大仙市読書通帳 ２００冊賞
４年・西村優羽 すごい！本校７人目の２００冊賞です。
冬休みにも読書を楽しんで、「全校みんなが５０冊賞」を目指したいなぁ～。

ライオンズ剣道大会
団体優勝 洗心館A （６年・髙橋來輝、籾山遼佑）
個人第３位 ６年・髙橋來輝 個人第３位 ６年・佐々木美優
「剣道のまち・仙北」その伝統を力強く引き継ぐ、素敵な皆さんです。

オミクロン感染、県内の新規感染・・・。まだまだ、予防対策が必要です。

それから、冬のはじめの交通安全！ 各家庭でも話してあげてください。


